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SIGIR2016参加報告
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概要：情報検索 (IR)の最高峰の国際会議である SIGIR2016が 2016年 7月にイタリアで開催された．本会
議のフルペーパーの採択率は 約 18.2%であった．本稿では SIGIR2016の参加報告として概要と動向，論
文の一部を紹介する．また，次回 SIGIR2017の概要を示す．
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1. はじめに

情報検索 (Information Retrieval，以下，IRと略す)の最

高峰の国際会議である SIGIR2016*1 が 2016年 7月にイタ

リアで開催され，約 570名が参加した．

本稿では SIGIR2016の参加報告として SIGIRの概要，

SIGIR2016の概要と主な動向，論文の一部を紹介する．ま

た，次回 SIGIR2017*2 の概要についても紹介する．

2. SIGIRの概要

SIGIR*3 は検索・情報アクセス技術分野の研究を推進す

る ACMの SIGIR*4 が後援している IRの最高峰の国際会

議である．同じく SIGIRから後援を受けている CIKM*5

やWSDM*6, CHIIR*7 に比べ歴史が長く，1971年に始ま

1 ヤフー株式会社
Yahoo Japan Corporation

*1 http://sigir.org/sigir2016/
*2 http://sigir.org/sigir2017/
*3 International ACM SIGIR Conference on Research and De-

velopment in Information Retrieval
*4 Special Interest Group on Information Retrieval
*5 ACM International Conference on Information and Knowl-

edge Management
*6 ACM International Conference on Web Search and Web

Data Mining
*7 ACM SIGIR Conference on Human Information Interaction

り，1978年からは毎年開催されている．

国際会議における IRの位置付けを機械学習，データマイ

ニング，AI関連の国際会議の図 2 *8 で見ると，関連領域

としてはデータマイニング，自然言語処理，AI等がある．

SIGIR，CIKM，WSDMの論文の研究対象領域を図 1*9

に示す．IRは三者に共通しているが，CIKMは検索モデ

ルとランキング，クエリ処理などが目立つなど，SIGIRに

似た傾向がいくつか見られる．

最近の SIGIRと他の国際会議の関係の例として，Web検

索とデータマイニングの国際会議であるWSDMの論文か

ら参照された論文数の変遷 (2008～2015年)を図 3 *10に示

す．World Wide WebのWWW，IR等の CIKM，データ

マイニングのKDD，機械学習とニューラルネットのNIPS

と比較すると，SIGIRの影響力の大きさとともに，各会議

の差が縮まってきている傾向が見てとれる．

図 4に SIGIR1978～SIGIR2016の大陸別開催回数，表 1

に SIGIR2014～SIGIR2019の開催地を示す．従来は欧米

and Retrieval
*8 [1]p.4 の図より転載．
*9 入手先 ⟨http://dl.acm.org/sig.cfm?id=SP935,

http://dl.acm.org/event.cfm?id=RE302,
http://dl.acm.org/event.cfm?id=RE102⟩ 各々の subject ar-
eas の図より転載．

*10 図は [2]Where are the references going toの表のデータを元に
作成．
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図 1 SIGIR，CIKM，WSDM の研究対象領域

図 2 ML, DM, & AI に関連する国際会議

図 3 WSDM の論文からの参照論文数の変遷 (国際会議別)

図 4 SIGIR の大陸別開催回数 (SIGIR1978～SIGIR2016)

での開催が多かったが，2008年以降はアジア・オセアニ

ア，南北アメリカ，ヨーロッパを順に回る形で開催されて

いる．

表 1 SIGIR2014～2019 開催地

開催年 開催地

2019 Paris, France

2018 Ann Arbor, Michigan, USA

2017 Tokyo, Japan

2016 Pisa, Italy

2015 Santiago de Chile, Chile

2014 Queensland, Australia

図 5 SIGIR2016 スポンサー

3. SIGIR2016の概要と動向

3.1 開催概要

今回の SIGIR2016の会期は 7月 17日から 21日までで，

イタリア中部トスカーナ地方のピサ市で開催された．会場は

市の中心部から少し離れたアルノ川の辺りの会議場Palazzo

dei Congressi di Pisaであった．昨年と同様，テクニカル

セッションの他にもチュートリアル，SIRIP(Industrial

Track)，ポスター，デモ，ワークショップなど多様なプロ

グラムが用意され，約 570名が参加した．

SIGIR2016 のスポンサーを図 5 に示す．今回から

HUAWEI，amazon，Bloomberg，appen，Booking.comな

どが加わり，昨年より増加している．

今回の参加者は登録者数で約 570名 (うち 175名 (31%)

は学生)，チュートリアルは 468名，ワークショップは 320

名であった．日本からの参加者の大半は次回 SIGIR2017

のオーガナイザーで，全体としてアカデミック系の研究者

が多く，企業からの参加者は少ない印象であった．

次に本会議のセッションの発表論文の著者の所属を企

業とアカデミック系に分類した結果を図 6*11 に示す．全

セッションでは約 78%，フルペーパーでは約 70%の著者が

アカデミック系である．

さらに図 7で企業別の著者数の分布をみると，全セッショ

ンの著者ではMicrosoftと Yahooが突出して多く，Google

や Baiduなどが続く．フルペーパーに限定すると 1位，2

位が入れ替わり，企業数がほぼ半減するが，上位 2位が突

出している点は変わらない．
*11 セッションはデモを除く．各論文の著者 (共著者含む)・所属の組
合せの異なり数を著者数とみなして計数した．
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図 6 著者の所属の分類

図 7 フルペーパー，全セッションの企業別著者数

表 2 主なプログラムの採択率

プログラム 採択率 採択数/投稿数

Full paper 0.182 62/341

Short paper(Poster) 0.307 104/339

SIRIP(Industrial Track) - 12/ -

Demo 0.600 21/35

Workshop - -

＋ neuIR 0.704 19/27

3.2 採択状況

表 2 に SIGIR2016 の主なプログラムの採択率 [3][9]，

図 8*12 にフルペーパーの採択率の推移 (SIGIR1999～

SIGIR2016) を示す．過去数年のフルペーパーの採択率

は約 20%であったが，今回は約 18.2%でやや難しかったと

言える．

採択論文の著者 (共著者含む)の所属組織を国別に見る

と，１位は U.S.A.(34%)，2位は中国 (23%)であり [3]，昨

年の採択論文の著者の国別の上位 2位と同じであった [4]．

*12 入手先 ⟨http://dl.acm.org/citation.cfm?id=2911451⟩の Pub-
lication の Acceptance Rate の表のデータより作成した．

図 8 フルペーパーの採択率の推移 (1999-2016)

3.3 Technical Sessions

SIGIR2014～SIGIR2016のテクニカルセッションの構成

と各セッションの発表論文数の分布を図 9に示す．

セッション名も論文の分布も年により異なるが，SI-

GIR2014は脳研究に関するセッションがあり，マイクロブ

ログなどのソーシャルメディア，レコメンデーション，効

率 (Efficiency)に関する発表が多かった．

SIGIR2015ではDeep Learningのセッションができ，多

様性 (Diversity)の問題がセッション (Diversity and Bias)

として取り上げられた．また，Entities, Cardsなどの一部

にはセマンティック・ウェブ技術に近いテーマの発表も

あった．

SIGIR2016 はレコメンデーションシステム，評価，効

率 (Efficiency)のセッションの論文が多かった．新しいと

ころでは対話関連の Speech and Conversation Systemsや

プライバシーに関するセッションができた．セマンティッ

ク・ウェブ関連のセッションでは Entities and Knowledge

Graphsがあり，また，前回に続き Diversity(多様性)に関

するセッション (Novelty and Diversity)もあった．

3.4 Keynotes

Christopher Manning(スタンフォード大)の基調講演 [5]

では自然言語の理解に DL(Deep Learning)が役立つかと

いうテーマを取り上げ，DLは単語の意味だけでなく，よ

り長い単位のテキストの理解にも役立つとして最近の関連

研究を紹介し，今後 2，3年は DLが SIGIRを支配すると

予測した．また，IRと NLP(自然言語処理)のコラボレー

ションの重要性も指摘した．

3.5 Tutorials

今回は前回よりさらに増え，計 12のチュートリアルが

あった．

Gabrilovich(Google)ら [6]は Knowledge Graphの構築

とその手法，研究課題などを紹介した．また，Knowledge

Graphの応用例として QAを挙げ，ユーザの検索意図が

明示されない’implicit’な QA，音声による QAを紹介し，

さらに今後の応用の方向性としては’knowledge powered

digital assistant’を挙げた．
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図 9 SIGIR2016-2014 セッション別発表数

一方，Scott Yih (Microsoft)ら [7]も knowledge baseを用

いたQA研究を概観する中で，音声によるQAの会話を紹介

し，今後はQAが対話システムに統合され，’Conversational

intelligence’をサポートするとの見方を示した．

3.6 SIRIP 2016(Industry Track)

企業での IRの応用に関する SIRIP*13 は今回も 3セッ

ションで，2本の基調講演と 12本の発表があった．

Hadar Shemtov(Google)の基調講演では Google検索の

トレンドと今後の課題について述べた．まず，Google検索

のトレンドとして’Answer’(答える), ’Converse’(会話する)

と’Anticipate’(予測する)を挙げた．最初のAnswerについ

てはクエリのキーワードを手掛かりとして検索意図を推定

し，意図に合致する映画作品に関するKnowledge Panelを

出力する例で説明した．次の会話については音声クエリの

統計情報と特徴を紹介した．統計情報としては音声クエリ

はクエリの約 20% *14 に相当するとし，月間の音声クエリ

*13 SIGIR Symposium on IR in Practice．従来の Industry Track．
*14 この数値の詳細は不明だが，Google I/O 2016 の Keynote

[8](2016 年 5 月) では「アメリカでは Android の Google の
mobile app のクエリの 20%が音声クエリ」と報告された．

図 10 Neu-IR 2016 と SIGIR2016 のWord Cloud

数が 2012年の数百万から 2016年には 100倍の数十億に達

したことを示した．音声クエリの特徴としては local，天

気，スポーツ，映画のクエリが多く，クエリは長く，より

文に近いもので，連続するクエリ間で参照関係があること

などを挙げた．また，今後の課題として，検索を用いた音

声認識の改善，検索結果を音声向けに改善すること，状況

を考慮した対話的な検索を挙げた．

3.7 ワークショップ

今回は計 7ワークショップが開催された．IRとプライバ

シー，セキュリティの融合を目指す Privacy-Preservingは

今回が 3回目，WebQA(Web Question Answering Beyond

Factoids) は今回が 2 回目で，後者は CQA(Community

Question Answering) に力点が置かれていた．新規の 5

ワークショップのうち，Neu-IRについて紹介する．

3.7.1 Neu-IR

音声認識などに大きなインパクトを与えているDL(Deep

Learning)への期待を背景として，今回初めてDNNs(Deep

Neural Networks)の IRヘの応用にフォーカスしたNeu-IR

が開催され，全ワークショップ参加者の約 38%以上 (120

名)が参加した．論文の採択率は約 70%(19/27)で，採択

論文にはポスター発表，うち 5 本は口頭発表の場も与え

られた．採択論文のテーマは DNNsの応用に関するもの

が 10本，word embeddingsに関するものが 8本で，ラン

キングを中心に QAや対話など様々なタスクに応用され

ていた [9]．Neu-IR2016 と SIGIR2016 のWord Cloud を

図 10*15 に示す．Neu-IRでは’embeddings’や’deep’など

が目立つ．

基調講演は 2本で，特に，チュートリアル [11]に引き続

き DL(Deep Learning)と IRのテーマを取り上げた Hang

Li(Huawei Technologies)の講演 [12]が注目を集めた．DL

を IRの困難な問題を解決するキーテクノロジーと位置付

け，DLの強みと弱みをまとめ，IRについては文書検索，

QA，画像検索に分けて問題を考察し，自社の研究を紹介

した．さらにDLの IRへの貢献の展望については，QAや

画像検索については大きな改善が期待でき，文書検索の精

度も多少改善できるかもしれないが，今後重要なトピック

になりそうな Interactive IRについては部分的な貢献にと

*15 [10]p.5, p.7 の図より転載．
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どまるとした．

また，Tomas Mikolov(Facebook)の基調講演 [13]では，

Recurrent Neural Network の歴史と現状を概観し，今後

Machine Intelligenceを目指すためのロードマップを示し

た上で，それに向けた最近の取組みを紹介した．

3.8 動向のまとめ

以上より，SIGIR2016の主な動向をまとめる．

• Deep Learning の IR への適用が関心を集めており，

DNNs(Deep Neural Networks)の応用に関するワーク

ショップが初めて開催された．

• モバイルの音声クエリの増加を受け，検索エンジン側
は音声の検索や QA，対話等に注目している．

最近のその他のキーワードとしては，検索の評価の考え

方に関わるところでは効率 (Efficiency)，多様性 (Diversity)

と新規性 (Novelty)，IRの周辺ではプライバシー，セマン

ティック・ウェブ (例：Knowledge Graph)等が挙げられる．

4. 論文紹介

以下ではテクニカルセッションの論文の一部を紹介する．

4.1 受賞論文

表 3に今回の受賞論文 *16 の一部を示す．

Best Paper AwardはUser NeedsのセッションのMosh-

feghi(グラスゴー大)ら [15]で，情報要求と脳の活動の関係

をユーザの fMRIのデータを用いて分析した．fMRIは神

経活動によるMRI信号量の変化を利用し，一定間隔で連

写した画像から脳のどの辺りで活動が起こっているか間接

的に推定する [16]．実験では 24名の被験者が QAタスク

を行う際の fMRIのデータを測定し，情報要求が脳内で物

理的に検出できること，また，情報要求が検索の初期段階

で現れ，その現れ方はユーザの知識の状態により異なるこ

となどを確かめた．

Best Student Paper AwardはWeb Searchのセッション

の Borisov(アムステルダム大学/Yandex)ら [17]で，web

検索のユーザのアクション間の時間予測モデルに関するも

のである．従来のモデルではユーザのアクション間の経過

時間が満足度を示す値として利用されていたが，最初のア

クションが起こるまでに検索エンジンとユーザの間でどの

ようなやりとりがあったか等の「文脈」との関係は考慮さ

れていなかった．そこで本研究はまずユーザがランディン

グページに留まる click dwell timeの分布に文脈によるバ

イアスがあることを検証した上で，文脈を考慮したユーザ

のアクション間の時間予測モデルを作り，実験により，提

案手法でクリック間の時間に関して学習を行うと検索結果

のランキングを従来手法より改善できること等を示した．

*16 ’Test of Time Awards’ については [14] を参照．

4.2 Question Answering

4.2.1 CQAの回答のランキング手法

QAのセッションではOmari(イスラエル工科大学)ら [18]

が CQA(Community Question Answering) の回答のラン

キングの改善について報告した．CQAでは一つの質問に

対して複数の回答が寄せられる場合があるが，従来のCQA

では個別の回答についてベストアンサーかどうかなどの適

切性の評価が行われていた．質問の中にはレコメンドや意

見を求める質問など多様な観点からの回答が求められる場

合もあるが，ユーザは全部の回答を読むとは限らない．そ

こで著者らは個別の回答の適切性だけでなく，回答全体の

多様性 (Diversity)と新規性 (Novelty)に着目し，新しい観

点を含む回答を上位に集めるようにランキングする手法を

考案し，Yahoo Answersのデータを用いた実験で有効性を

確認した．

4.3 Speech and Conversation Systems

4.3.1 モバイルの音声クエリの分析

モバイル検索の増加と音声認識精度の向上により，音声

クエリが増加しているが，Guy(ネゲヴ・ベン＝グリオン大

学/Yahoo)[19]は商用の検索エンジンのモバイルインター

フェイスのログを分析して，音声とテキストのクエリの意

味的，統語的な比較を行った．

一日の中での時間による検索数の分布傾向には両者にあ

まり差がないが，音声クエリの特徴として，1)クエリ平均

長がテキストより長い (音声 4.2単語，テキスト 3.2単語)，

2)前置詞や疑問表現がテキストより現れやすい，3)’hello’

などの呼びかけもよく見られる，4)CTR，MRRはテキス

トより低い，5)頻出するKnowledge Cardではミュージッ

クビデオ，CQA(Community Question Answering)，レシ

ピ，地図などの Card Triggering Ratioがテキストより高

い，などと報告した．

4.3.2 Intelligent assistantsにおけるユーザの満足度

Kiseleva(アイントホーフェン工科大学)ら [20]は音声制

御の Intelligent Assistantsにおけるユーザの満足度を定義

し，満足度を予測する方法と，満足度に影響する要素を示

した．一連の対話で途中まではユーザが満足していても，

音声認識に失敗してそれまでの文脈を失うと，全体とし

て不満と判断されることがあるため，Intelligent Assistant

で対話的な検索を行う際のユーザ満足度は個別のクエリ単

位ではなくタスク全体の満足度として定義すべきだとす

る．ユーザスタディにより，満足度は音声，ユーザのタッ

チジェスチャ，時間などの素性を使って改善できること

を示した．全素性を用いた満足度の予測の Accuracyは約

80.8%であった．

5. SIGIR2017

次回 SIGIR2017は第 40回の節目にあたり，2017年 8月
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表 3 受賞リスト

award session title author

Best Paper Award User Needs Understanding Information Need: an fMRI Study Yashar Moshfeghi et al.

Best Paper Award Honorable Recommendation Discrete Collaborative Filtering Hanwang Zhang et al.

Mention Systems

Best Student Paper Award Web Search A context-aware time model for web search Alexey Borisov et al.

7日から 11日まで東京で開催される．アジアでの開催は

シンガポール，中国に続き，3回目である．公式ページ *17

では現時点 (2017年 1月)でプログラム詳細は未発表だが，

Callや Organizationを見る限り，今回から特に大きな変

更はないと予想される．基調講演は Stephen E. Robertson

と Yoelle Maarek(Yahoo)が行う予定である．

6. まとめ

情報検索 (IR)の最高峰の国際会議である SIGIR2016が

2016年 7月にイタリアで開催され，約 570名が参加した．

本稿では SIGIR2016の参加報告として概要と動向，論文

の一部，また次回 SIGIR2017の概要を紹介した．

本会議のフルペーパーの採択率は 約 18.2%であった．

SIGIR2016のトレンドとしては DL(Deep Learning)の

応用，音声による検索や対話が挙げられる．今後は DLの

IRへの応用が更に進み，IRの問題における DLの貢献と

限界がより明確になるであろう．また，音声による検索や

対話の分析をふまえてそれらの評価や新しい応用の研究が

加速され，IRに関連するユーザとのインタラクションもさ

らに変化していく可能性がある．

次回の SIGIR2017は第 40回の節目にあたり，東京で開

催される．アジアでの開催は 3回目の貴重な機会となるの

で，日本からの参加や発表が増えることを期待したい．
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